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下条山麓断層は長野県南部に位置し，北東-南西方向に広がる伊那谷と南西側の山地の境界をなし，北西-南東

方向に延びる活断層である．有井（1958）は下條村親田の牛ヶ爪川沿いの2ヶ所で，段丘礫層を切って花崗岩

が衝上する露頭を見出し新田断層と名付けたが，露頭の詳細については記載していない．仁科ほか

（1985）は，この断層を長さ10 kmの下条山麓断層としている．岡田ほか（2003）及び鈴木ほか

（2010）は，下条山麓断層に相当する並走した2条の「推定活断層（地表）（位置やや不明確）」を図示して

いる．調査地域の北部では，津久井・小林（2019a，b）によって断層の構造解析が行われている．今回の調

査では下條地域の地形判読を行い，地表踏査によって下条山麓断層の断層露頭を数カ所で確認したので，それ

らの概要を報告する．  

【牛ヶ爪川露頭】 

　入登山神社北方の牛ヶ爪川左岸に活断層露頭が露出しており，有井（1958）が記載した露頭とみられ

る．花崗岩とそれを覆う礫層が断層に切られており，これらを含礫シルト層及び含礫腐植質シルト層が覆って

いる．花崗岩中の断層は幅5〜30 cm程度の断層ガウジを伴い，上盤及び下盤は主に花崗岩質の断層角礫から

なる．断層面の走向はN20〜32°W，傾斜は32〜70°Wで露頭上方へ向かって低角化し，レイク60°北落ちの不

明瞭な条線が認められる．断層は礫層基底を鉛直方向に1.5 m程度，逆断層センスに変位させている．この礫

層は周辺に分布する中位段丘面を開析して堆積したとみられるため，より新しい時代の礫層と考えられる．断

層を覆う含礫腐植質シルト層からは，813±19 cal.yr.BPなどの14C年代が得られた．  

【牛ヶ爪川支流露頭】 

　牛ヶ爪川露頭の北西約100 mの沢沿いの両岸に断層が露出している．露頭では鮮新—更新統伊那層群と考え

られる礫層に，花崗岩の破砕帯が大規模に衝上している．断層は2条認められ，それぞれ幅約5 cmの断層ガウ

ジを伴う．上盤側の花崗岩は破砕され風化が著しく，右岸側では大規模な崩壊地を形成している．下盤側は褐

色のクサリ礫主体の巨礫礫層からなる．この露頭では，断層と新期の地層との関係は観察できていない．  

【鶯巣川支流露頭 】 

　鶯巣川支流の極楽沢右岸に活断層露頭が露出している．花崗岩の破砕帯及び上載する礫層を断層が切断して

いる．花崗岩中の断層は幅2〜4 cm程度の断層ガウジを伴い，上盤及び下盤は主に花崗岩質の断層角礫からな

る．断層面の走向はN38〜40°W，傾斜は25°SW，レイク60°北落ちの条線が認められる．礫層基底を鉛直方向

に0.5 m程度，逆断層センスに変位させている．この礫層は周辺に分布する低位段丘を開析して沢沿いに亜段

を形成していることから，さらに新しい時代の礫層と考えられる．  

【増の沢露頭】 

　阿智村中野の大沢川支流増の沢の右岸に断層露頭がみられる（田中・小泉，2012）．この露頭では，中新

統中野層の砂岩に破砕された花崗岩が衝上している．断層はNW-SE走向でSWに傾斜する逆断層である．露頭

の位置や姿勢から，下条山麓断層の北西延長部にあたると考えられる．この露頭では，断層と新期の地層との

関係は観察できていない．  

【下条山麓断層の活動性】 

　下条山麓断層は伊那谷の地形を規制し，鮮新—更新統の伊那層群を大規模に切ることなどから，過去には活

発に活動していたことが示唆される．ところが，下条山麓断層の変動地形は非常に不明瞭であり，地形判読か

らは最近の活動性は高くないと推定される．一方で，鶯巣川支流露頭では新期の礫層を切断しており，ごく新

しい活動もあったと考えられる．今後，下条山麓断層の第四紀における活動履歴を明らかにする予定である．  
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